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D 119　　高齢者の色彩感情の実態（第10報）　一被服色彩嗜好の性別特性一

　　　　　Mi

　　　　　i大　田原｀靖子　東豺i大　　長塚こずえ　青葉学Ｈ大　芦渾昌子

　目的　現･在我が国の急速ts.進歩発展は、著しい生活環境の変化を伴い多方面で歪みがみ

られる。　ことに高齢者のライフ・ステージも変針を余儀なくされ、老年期における自己概

念が問われる時代となった。そこで色彩表現の中から高齢者の被服をとりあげ、性別によ

る嗜好色・嫌悪色、地域別相違点などを明らかにし、老年期の色彩感情と被服の色彩嗜好

の関連性を検討した。

　方法　1 ）対象　1740名　2 ）li査時期　3 ）手続　4 ）色彩の観察　8～9報と同様

5 ）地域別　１群・　447名（北海道・青森・宮城・山形）、２群・　575名（埼玉・千葉・

神奈川・山梨）、３群・　234名（東京）、４群・　454名（滋賀・京都・大阪・奈良・兵庫

香川・長崎）　6 ）調査場所　敬老館11.老人クラブ5 .老人ホーム2 .在宅ほか　7 ）

観察条件　北窓昼光、晴天、照度　800Lx以上、試料と目の距離30cm.垂直上方から観察

8 ）調査内容　嗜好色１色、嫌悪色１色、着装したい色１色

　結果　被服の嗜好色iま、男女ともP B系、男は暗い紫みの青、女は明るい灰青、次に男

はN 系、女はＰ系、これは潜在的な意識の違いによるものと思われる。被服の嗜好色と色

彩の嗜好色では、女は同じ、男は明度差が大きく低い。嫌悪色では、Ｒ系あざやかな赤、

ＹＲ系灰黄赤。地域別にみた嗜好色は、1 ～4群まではＰＢ系である。１～３群までは暗

い紫みの青であるが、４群は明るい灰青であり、これは気候風土の影響と考えられる。老

年期の被服の色彩は従来の観念に左右されているが、しかし、徐々に個性－かな色彩を求

める傾向にあることがわかった。

D 120

５月26日（土）第14会場　午前9:45～12:00

シニアの服装に関する意識とアパレル産業の現状について（福岡地域）

香蘭女子短大　河地洋子　○石本律子

　目的　高齢化社会当来の言葉か聞かれるようになって久しい。多方面でもこの問題を無

視して通れないことか具体的に浮上しているのか現状であろう。国および地方自治体の高

齢化社会対策も進みつつあり、またビジネスの対称としているところも増えて来ている。

しかし、我国の高齢化のテンポは諸外国と比べて極めて早く、欧米の３～５倍数の超スピ

ードでかけ上かっている。　この急速に変化している高齢化社会の現状と意識は、大幅にず

れを生じているのではないだろうか、数年前まではシルバーあるいはお年寄という画一的

なイメージかあったが、現在のシニアは生き生きはつらつと長寿社会をエンジョイしてい

る人が多くなったように思われる。今65歳以上を画一的なシルバーとしての捕らえ方のみ

ではなく、発展の可能性のある能力を保持し能動的な層と肉体的精神的に大きなハンディ

キャップを背負いながら生きている層の二層に別けて考えなければならない段階に入って

来ているのではないと考える。そこで現在福岡市内の65歳以上の生き生きシニア達にフィ

ットした衣生活がなされているのか調査をおこなった。

　調査方法　福岡市内65歳以上の女性80名を対象とし、1989年11月質問紙による街頭での

聞き取り調査を実施した。（有効回収率　１００％）また福岡市内のメーカーおよび売場の調

査を1990年１月上記と同じ方法でおこなった。

　結果　女性シニアの意識の中には常に自分か実際の年齢より10歳若い意識かあることか

わかった。　また93 %のシニアの女性は自分の服は自分で選んで購入し、89％の人がデパー

ト・専門店で購入しているか市場に対する不満が多く現れていることがわかった。


